鑑　定　連　絡　票
（診断書，診断書附票と共に，提出してください。）
（　　　　　  　　）さんに対する鑑定の引き受けが可能である旨連絡します。
１　医師の氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　希望連絡先
　　□　診断書記載のとおり
　　□　次のとおり　　
　　     　電話番号  ：（　　　　）　　　－　　　　 （自宅・勤務先）
　　     　住所又は所在地  ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   　
　　　　      　 　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　担当診療科名
　　□　精神科　　　□　脳神経外科　　　□　内科　　　□　外科
　　□　その他（                  ）
３　鑑定料（必要額）
　　 ※ 鑑定料は，消費税や検査料を含めた金額であり，要するに「振込金額の総額」 となります。
□　３万３０００円  　□　５万５０００円 　 □　その他（　  　   円） 
４　鑑定の依頼方法
　　□　直接，先生に連絡して依頼する。
　　□　病院等の事務局（担当者：　　　　　 　　）に連絡して依頼する。
　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）
◆ この書面は，「診断書」等と共に，主治医の先生にお渡しください。

　　　　　　　　岐阜家庭裁判所　　
この度，先生が担当されている患者さんに対し，後見開始等の審判申立てが検討されています。
つきましては，診断書等及び鑑定書の作成について，何卒ご理解，ご協力をお願い致します。
１　成年後見制度とは
成年後見制度とは，精神上の疾患・障害により判断能力が低下した人について，本人に代わって法律行為や財産管理を行ったり，本人の財産上の行為に対し，同意を与えたり，取り消したりする人（成年後見人等）を選ぶことで，本人の判断を助け，利益保護を図る制度です。
具体的には，本人の判断能力に応じて
	
	・　後見開始（支援を受けても，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断をすることができない人）
・　保佐開始（支援を受けなければ，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断をすることができない人）
・　補助開始（支援を受けなければ，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断をすることが難しい場合がある人）


の３つの類型があり，その類型によって援助の内容や援助者の権限が異なります。
申立てに際しては，本人の能力がどの程度で，どの程度の援助が必要かを明らかにするために，「診断書」等の添付を義務付けています。更に，申立後，後見及び保佐類型に該当する人については，「精神鑑定」も必要になる場合があります。
２　本人情報シートについて
診断書作成の依頼を受ける際に，依頼者から，福祉関係者が作成した「本人情報シート」の提供を受けることがあります。この「本人情報シート」は，診断書を作成する医師に対し，ご本人の生活状況等に関する情報を提供し，医学的判断を行う際の参考としていただくために，家庭裁判所が平成３１年４月から導入したものです。

「本人情報シート」の提供を受けた場合には，ぜひ診断の参考資料として御活用ください。なお，記載内容についてのお問合せは，「本人情報シート」の作成者にお尋ねください。
３　診断書等について
裁判所指定の「診断書」，「鑑定連絡票」に記載してください。

  診断書の各種検査に関して，長谷川式，ＭＭＳＥ，知能検査の検査のうち，少なくとも１つの検査を実施するよう試みてください。
４　精神鑑定について
　後見開始等の審判をするに際しては，原則として精神鑑定が必要となりますが，精神鑑定にあたっては，本人の病状を最も把握している主治医の先生にお願いする取扱いをしています（精神科が専門でなくても構いません。）。
つきましては，診断書等の作成依頼がありました際に，精神鑑定を引き受けてもらえるか否かを鑑定連絡票により申立予定者にお伝えください（なお，鑑定料は，検査料，消費税等込みで５万５０００円まででお願いします。）。正式に鑑定をお願いする場合には，後日，裁判所から鑑定書の作成マニュアル等を送付させていただきますので，何卒，ご協力の程，よろしくお願い致します。

お願い（主治医の先生へ）
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